
プロティノスの
「有るものは同一のものでありながら、同時に全
体としていたるところに存在するということにつ
いて第二編」VI-5-(23)

1
1 「数において
一つの同じもの
が全体としてい
たるところに同
時にあるという
ことは、共通観
念である」と人
は主張する

2�なぜなら、万
人が自然の本
性に刺激され
て、「われわれ
各人に宿ってい
る神は、一つの
同じものであ
る」と言うからで
ある

2
1 だが、右に言われている
ことを吟味しようとしたロゴ
ス（言論）は一つのものでは
なくて、部分に分けられて
いるものであるから、探求
に際しては物体的なものを
受けいれ、これを探求の出
発点としたのである

4�だからウーシアー
（有）も物体的なも
のであると考えてし
まってこれを分割
し、有が一つである
ことに疑念をはさむ
ことになってしまっ
たのである

3
1�そこで、もし
その知性的なも
のが真に有るも
ので同一のあり
方を保っている
のであれば、

4
1 だが、もし
よければ、
次の説もよ
く見てくれ
給え

1�われわれは
神について、
「神はここにはい
らっしゃるけれど
も、あそこには
いらっしゃらな
い」という説を否
定する

2�というのも、神々に対してひと
かどの考えを持っている人々は
みな、「あのすぐれた神のみな
らず、すべての神々がいたると
ころに臨在し給う」との説を正
当とみなし、またロゴス（言論）
もそれを正当とみなさねばなら
ぬと、告げているからである

5�それゆえ、も
し、神がいたる
ところに臨在し
給うのであれ
ば、その神が諸
部分に分割され
ていることはあ
りえないことに
なる

5
1 この点を明らかに
するために、われわ
れはよく次のような
たとえを用いて説
明する

2 すなわち、一つの
中心から多くの線を
引いて、多の生成を
考える手助けにしよ
うとするのである

6
1 つまり、知性
的なものは多で
ありながら、しか
も一であり、一
でありながら、し
かもその無限な
る本性のゆえに
多であるのであ
る

2�すなわち、そ
れは一のなかに
ある多であり、
多にいきわたっ
ている一であっ
て、すべてが渾
然一体をなして
いるのである

7
1 つまり、「われわれのも」や
「われわれ」は有るものへと導き
かえされるのであって、われわ
れはあの真に有るものやそれ
から最初に発出したものへと昇
っていき、あの世界に有るもの
だからこそなのであって、

われあれはあの真
に有るものやそれ
から最初に発出し
たものへと昇ってい
き、あの世界にある
ものをその影像や
印影を持つことなし
に直知するのである

8
1 しかし、私はこうも思うのである。
すなわち、「もし人が素材の形相の
分取に考察の目を向けたならば、
彼は私の言うことをますます強く信
じるようになるであろうし、もはやこ
れを不可能なこととして信じなかっ
たり、これに途惑ったりすることもな
いであろう」と

4�というのも、思うに、「一方に
は形相が別にあり、他方には素
材があって、どこか遠くは慣れ
た上方から素材に対して、形相
の照射が行なわれるのではな
い」とみなすのは理に適ったこ
とであり、必然的なことだから
である

9
1 さらに、すべ
ての元素が生
成した後で、ロ
ゴス（言論）でも
ってそれらを一
つの球形となる
ようにまとめて
みよう

10
1 かくして、この「一
つ」のものは健全な
思慮の持ち主であ
るから自己自身の
なかにとどまり、他
のもののなかにはい
ってしますことはあ
りえないのである

2�これに対して、場
所のなかにあるもの
は、いわば憧れをも
ってその「一つ」のも
のの居所を見つけ
だし、それにぴった
りと付いているので
ある

11
1 しかし。どうし
て広がりのない
ものが、これほ
どの大きさを持
っている（宇宙
の）物体全体に
広がるのであろ
うか

2�それに、
どうしてそ
れは分散せ
ずに、一つ
の同じもの
としてある
のであろう
か

12
1 では、その
（一つのもの）と
しての力は、ど
のようにしてそ
なわっているの
であろうか

2�それは一つの
生命として（い
たるところに）そ
なわっているの
である

4�そしてもし人が彼
らに、その神はどの
ようにして存在して
いるのかと尋ねもし
ないし、また彼らの
見解を言論によって
吟味しようともしな
いばあいには、

彼らはただそのことのみを
真相と定め、これを彼らの
思想の活動の拠り所としな
がら、つまり一つの同じもの
にいわば頼りながら、静か
な生をおくるであろうし、そ
の一に別離を告げるような
ことは、決してしないであろ
う

9�この<一（なるもの）>は、あら
ゆるもののきわめて確実な原
理であり、いわばわれわれの心
がわれわれに囁き知らせる原
理なのであって、個別的なもの
からその総体として導き出され
たものではなく、個別的なもの
のすべてに先立つものであり、

「すべては善き
ものを探しも止
める」という定言
的なことばであ
らわされる、あ
の原理にさえ先
立つのである

13�なぜなら、もしすべ
てtのものが「一つ」を
熱望し、かつ「一つ」で
あるのであれば、そして
欲求はその一つである
ことへの欲求であれ
ば、この原理はあの原
理に先立って真たりうる
からである

15�つまり、この一なる
ものは、自らにとって前
進可能な限り感性界へ
と進んで行って多とし
て現れるであろうし、或
る意味では多としてあり
もするのであろうが、し
かし、それの自然本来
のあり方や善きものへ
の欲求が

ーーそれは
自己自身へ
の欲求にほ
かならない
のであるが
ーー

<本当の意味での
一つ>へと導くので
あって、そのあり方
全体がその<一つ>
を、すなわち<自己
自身>を渇望してい
るのである

18�なぜならそのこ
とが、すなわち「自
己自身のみに属し、
自己自身だけであ
ること」が、その全
体として一つのあり
方にとっての善であ
るからである

20�だが、それ
は、「一つとして
あること」を意味
しているのであ
る

21�だが、もし
そうであれば、
「善きものも（す
べて一つである
ものに）固有の
ものとしてある」
と言って誤りで
はないであろう

22�だからこ
そ、人は善
きものを外
に求めては
ならないこと
にもなるの
である

23�というの
も、善きもの
は有るもの
以外の、ど
こに生じる
のであろう
か

23�人はどのよ
うにして、有らぬ
もののなかに善
きものを見つけ
だすのであろう
か

24�むろん、善
きものは有らぬ
ものではないの
だから、有るも
ののなかにある
のである

24�だが、もし善き
ものが有るものであ
って、有るもののな
かにあるのであれ
ば、その善きものは
それぞれの有るも
のそれ自身のなか
にあることになるで
あろう

25�したがって、わ
れわれは有るもの
から離れているので
はなくて、有るもの
のなかにあるのであ
り、また有るものが
われわれから離れ
ているのでもないの
である

27�したがって、有
るものすべてが（全
体として）一つなの
である

6 つまりその言
論は固有の諸
原理を出発点と
して、そこから
探求を始めたわ
けではなかった
のである

8�そこで、われ
われは<一にし
て完全な有るも
の>を論じるた
めに、それに固
有で説得力の
ある諸原理を把
握しなければな
らない

9�ということは、
つまり知性的な
ものや真なる有
にかかわりのあ
る知性的な諸
原理を把握しな
ければならない

10�すなわち、
ものには<不安
定で、ありとあら
ゆる変化にさら
され、たえず場
所ごとに分割さ
れているもの>
と

ーーこれこそ
「生成」と呼ぶに
ふさわしいもの
であって、「有」
ではないのであ
るがーー

<常に有るもので、恒常不変のあり
方を保っているもの、つまり生成す
ることもなければ消滅することもな
く、またテク帝の空間も場所も特定
の座も持たず、或るところから出て
くることもなければ或るものにはい
っていくこともなしに、自己自身の
なかにとどまっているもの>とがあ
るのであって、

人が生成するも
のどもについて
論述を展開する
ばあいには、た
とえその論述を
推論に基づいて
行なうとしても、

それは<生成の本
性やそれの示す諸
属性から出発し、も
っともらしい仕方
で、もっともらしいも
のを通して行なわ
れる、もっともらしい
推論>に終わる可
能性がある

19�だが、これ
に対して<知性
的なものども>
についての論述
を展開するばあ
いには、

論述の出発点を正しく
設定するためにも有の
ピュシス（本性）を中心
課題として取りあげ、い
わばこれを忘れてしまっ
て他のものに迷いこん
でしまうことのないよう
にこころがけねばなら
ず、

あくまでも
有にしたが
って有をめ
ぐって理解
を深めるよ
うにしなけ
ればならな
い

22�というのも、まことに、いか
なる研究においても「ものの何
であるか」は基本原理としての
出発点をなすものであり、定義
が立派に行なわれれば、言わ
れているように、付随的な多く
の事柄も識られることになるか
らである

25�それで、全体がその
「何であるか」において存立
しているものにおいては、そ
の「何であるか」に特別の関
心を払い、その「何である
か」に注目し、すべてをその
「何であるか」に導きもどす
ようにしなければならない

そして、それは自己
自身から外に出るこ
ともなければ、いか
なる生成にもかか
わらず、すでに述べ
たように、場所のな
かにもないのであれ
ば、

それは、そのような
あり方をしているの
であるから、必然的
に、常に自己自身と
ともにあって自己自
身から分離されるこ
とのないものでなけ
ればならず、

また必然的に、それの
或る部分はここにあるけ
れども別の部分はあそ
こにあるというようなこと
も、またそれから或る部
分が分離して進んで行
くこともないのでなけれ
ばならない

6�もしそうでなけれ
ば、それは或る時に
はここにあり、別の
時にはあそこにある
ことになり、一般に
或る特定の場所の
なかにあることにな
って、

自己自身だけ
であることもな
ければ、外部か
らの作用を受け
ないものでもな
いことになるで
あろう

7�というのも、も
し自分以外のも
ののなかにある
のであれば、自
分以外のものか
ら作用を受ける
ことになるから
である

8�そこで、もし
外的な作用から
自由なものでな
ければならない
とすれば、他の
もののなかにあ
ってはならない
ことになる

9�それゆえ、それが自己自
身からはなれてもいなげれ
ば分割されてもおらず、ま
た、それはいかなる変化も
受けずに、自己自身としっ
かり結びついて一つの全体
としてありながら、同時に多
くのもののなかにあるので
あれば、

それは完全に自
己同一性を保ち
ながら多くのも
ののなかにある
ことになるであ
ろう

12�だが、それは、
「自己自身だけであ
りながら、また逆に
自己自身だけであ
るのではない」とい
うことなのである

12�だから、「それ自体はい
かなるもののなかにもない
のであって、他のそれにそ
なわることのできるものが、
それにそなわることの可能
な範囲内で、それを分取す
るのだ」という見解だけが
残されることになる

15�だから、「そのようなあり方
は決してない」と主張して、あ
の前提と原理を破棄してしまう
か、もしそれが不可能で、その
ようなあり方が、すなわち「有」
がどうしてもあるのでなければ
ならないのであれば、われわれ
がはじめに言ったことを、すな
わち、

「数的に一つの同じもので、部
分に分けられているのではな
く、全体として（一つの）有るも
のがって、それは自分のみなら
ず、他のいかなるものからも離
れておらず、<或る部分が自分
から離れて他のものに向かうと
いう仕方によって>であろうと、

<自分は全体として自
己自身のなかにとどま
っているけれども、自分
から別の或るものが生
じて自分を後にし、いろ
いろな仕方で他に達す
るという仕方によって>
であろうと、

<自分は全体として自
己自身のなかにとどま
っているけれども、自分
から別の或るものが生
じて自分を後にし、いろ
いろな仕方で他に達す
るという仕方によって>
であろうと、

とにかく自分を
他に注ぎ込む必
要などは決して
ない」ことを認め
ねばならないこ
とになる

23�というのも、もし右
の方法によって自分を
他に注ぎ込む必要があ
るのであれば、それと
それから派生したもの
はそれぞれ別のところ
にあることになって、

それはそれから
派生したものか
ら分離している
のだから、場所
を持っているこ
とにもなってし
まうからである

26�それにまた、そ
れから派生したもの
のばあいには、その
それぞれが（有るも
のの）全体であるか
一部分であるかの、
いずれかである

それの内在しているものと
同じほどの部分に分割しな
ければならないことになる
か、

27�そこで、もし一
部分であるとする
と、それ（有るもの）
は、すでに述べられ
たように、全体とし
てのあり方を維持し
ていないことになる

28�だが、これに対
して、それから派生
したもののそれぞ
れが（有るものの）
全体であるとする
と、われわれはその
それぞれを、

それとも、同じものが全体
としていたるところにありう
ることを認めねばならない
ことになるかの、いずれか
であることになる

30�まことにこのロゴス
（理論）こそ、プラーグ
マ（事物）そのものとし
ての「有」に立脚してい
るのであって、「有」とは
別のものから「有」とは
無縁のものを引き出す
ようなことはしていない
のである

6�なぜなら、もし神が
部分に分割されている
のであれば、もはや神
御自身がいたるところ
に臨在し給うのではなく
て、その神のそれぞれ
の部分がここにあったり
あそこにあったりするこ
とになるであろうし、

神御自身はもはや一つの
神ではなくなってしまうから
であって、それはちょうど、
或る大きさが多くの部分に
切断されると、もとの大きさ
は失われてしまって、分割
された諸部分のすべてを集
めても、もはやもとの全体
ではないことになってしまう
ようなものなのであるが、

それのみな
らず、（分け
られるので
あれば）そ
の神は物体
でもあること
になるであ
ろう

12�かくして、もし神が
部分に分けられることは
ありえないとすると、「エ
ン・パセー・ピュセイ・ア
ントロープー（人間存在
のいたるところに）同時
に神」と考えることによ
って、

「同じものが全体と
して、同時にいたる
ところに有る」とい
う、あの疑問とされ
ていることが改めて
再び姿を現してくる
ことになった

13�だが改め
て、もしわれわ
れの言うとおり、
あの原理（真に
有るもの）が無
限なるものであ
れば

ーーというの
も、まことに
あの原理は
限界を与え
られていな
いものだか
らであるが
ーー

それは、欠
けたところ
のないもの
にはほかな
らないので
はなかろう
か

15�だが、もし
欠けたところの
ないものであれ
ば、「それは個
別的なもののす
べてにそなわっ
ている」と言わ
なければならな
い

16�なぜなら、もし個別
的なもののすべてには
そなわりえないのであ
れば、それば、それは
欠けたところのあるもの
で、それのないところが
あることになってしまう
からである

17�というのも、事実、もしわれわれ
が、「或るものが一なるものの後にじか
に続いている」と言うのであれば、その
或るものは、一なるものと一緒になって
いながらそれの後に続き、それをめぐ
り、それをめざしているのであって、い
わばそれの子供として、それと一体に
なっていなげればならないからである

18�だから、そ
の一なるものに
続くものを分取
しているもの
は、その一なる
ものをも分取し
ていることにな
るわけである

19�つまり、知性的なも
ののなかには多くのも
のが、すなわち、第一
位、第二位、第三位の
ものがあって、それらは
いわば一つの球のよう
になって一つの中心に
結びついており、

隔たりでもって分離され
ておらず、すべてが自
己自身と一緒になって
いるのであるから、第三
位のもののそなわって
いるところには、また第
二位のものも第一位の
ものもそなわっているわ
けである

球殻という新しい
イメージである

2 そして、多と言われ
ているものどおのすべ
てが一体をなしている
ことに留意しながら、例
としてあげた円のばあ
いにも、線が別々に区別
されているのをとらえる
ことは不可能であると
言わなければならない

6�なぜな
ら、円は一
つの平面だ
がらである

6�だが、一つの平面にかか
わる広がりさえもなく、非延
長的な力やウーシアー（有）
のみがあるところでは、す
べてがそれぞれの中心を
なし、かつ一つの中心にお
いて渾然一体をなしている
と言うのが妥当であろう

9�それは、円の中心に
位置を占めている諸々
の線の端がそれらの線
を捨てた時にたとえる
ことができるのであっ
て、その時にこそ、すべ
てはまた一つでもある
のである

11�しかし、もし君が再びそれらの線を付
け加えるならば、それらは、それぞれが見
捨てた自分たちの中心に結びつくことにな
るが、しかし、そのばあいでも、それぞれの
中心は一つの根源的な中心から切り離さ
れてはおらず、逆にそれぞれがその根源
的な中心と一体をなし、かつ自己自身が
それの端としてあることを許したところの線
と、その数を同じくするのである

15�したがって、各中心
は、自分の接触してい
る線と同じ数ほどあるよ
うに見えはするけれど
も、それらはすべて渾
然一体をなしているの
である

18�要するに、もしわれ
われがすべての知性的
なものを<一つの中心
に帰せられることによっ
て一体をなしているけ
れども、諸々の線ゆえに
多として現れている多く
の中心>になぞらえた
のであれば 

ーーただし、そ
れらの線はその
多くの中心を生
んだのではなく
て、われわれに
示したにすぎな
いのであるがー
ー

諸々の線のほうは、さし
あたってわれわれに、<
知性的なものがそれら
と接触することによって
「多としていたるところ
にそなわっているように
見える」ところのものど
も>との類比関係を示
すのに役立っているとす
べきであろう

4�そして、全体
に対して全体を
もって働きか
け、部分に対し
ても全体をもっ
て働きかけるの
である

5�そして部分の
ほうは、はじめ
は部分としての
働きを自分に受
け入れるのであ
るが、全体がこ
れに続くのであ
る

6�たとえば、「人間」
が或る特定の人間
のなかにはいってき
たばあい、後者はな
お「人間」としてあり
ながら、或る特定の
人間となるばあいが
これにあたると言え
よう

9�かくして、「素材内の人
間」が「イデア界のひとりの
人間」から多数の同じ人間
を作ったのであって、「一つ
のものが多くのものにいわ
ば刻印されている」というよ
うな仕方で、一つの同じも
のが多くのもののなかにあ
ることになる

11�だが、人間それ自
体とかそれぞれのもの
それ自体とか、万有の
全体などは、右のような
仕方で多のなかにある
のではなくて、多のほう
がそのなかにあるので
ある

12�いや、むし
ろ、それにかか
わっているので
ある

13�つまり、「白い」
がいたるところにあ
るのと、それぞれの
ものの魂が同じ魂と
して肉体のあらゆる
部分にあるのとで
は、あり方が異なっ
ているのである

14�なぜなら、後者
のような仕方でいた
るところにあるもの
は、「有るもの」のみ
だからである

魂の帰還である 3�だが、もしそうで
あれば、それは、わ
れわれがあの世界
に有るものだからこ
そなのである

4�それゆえ、もしわれわれ
が真なる知識にあずかれ
ば、われわれはあの真に有
るものとなるのであるが、
それは、われわれのなかに
それらの一部を持つからで
はなく、われわれがその真
に有るもののなかにあるか
らである

6�だが、われわれ
ばかりでなく、他の
もの（諸物体は影像
であるから、その影
像の本体）も真に有
るものであるから、
われわれは、すべて
が真に有るもので
あることになる

7�したがって、
われわれは真に
有るものであ
り、かつ真に有
るもののすべて
と渾然一体をな
していることに
なる

8�したがっ
て、われわ
れはすべて
であり、一つ
であることに
なる

9�しかし、われわれは、自
分たちの依存しているもの
から外に目をそらすから、
自分たちが一つであること
に気付かないのであって、
それは、内側に一つの頭を
持っていながら外側に向い
ている多くの顔のようなも
のなのである

11�だが、もし人が、自
分の力によってであれ、
幸運にもアテナ御自身
に引かれることによって
であれ、向き直ることが
できるならば、彼は自
己自身を神として、また
万有として、見ることに
なるであろう

13�彼は、初めのうちは
自分を万有として見る
のではないけれども、や
がて、「自分をどの方向
に据えて、どのように規
定すればよいのか、どこ
までが自分なのか」わ
からないままに、

有るものの全体から自
分を区別することをや
め、どこにも進まず、ま
さに万有の据えられて
いるその場所にとどまっ
ているうちに、万有全体
と一体化することになる
のである

6�なぜなら、右
のようなことを
言っても、絵空
事にすぎないよ
うに思えるから
である

7�というのも、
右の説の「遠く
は慣れた」とか
「別に」などとい
うことばは、いっ
たい何を意味す
るのであろうか

9�それにあた、われわ
れの「分取説」も、「説
明困難かつきわめて難
解な説」というわけでは
なく、むしろ、諸範例に
よって、きわめて明白か
つ容易に理解される説
なのである

10�たとえ、われわ
れが時に「照射」と
いうこばを使って
も、それは、「感性
界での感性的なも
のへの照射」という
意味で言っているの
ではない

11�素材内のものが影像であ
るのに対して、形相は原型の立
場を占めているのであるし、照
射するものには照射されるもの
が別にあるのでなければならな
いのであるから、そのような意
味あいをこめて「照射」というこ
とばを使っているのである

15�だが、今ここでさら
に正確に言うと、「形相
が素材と場所的に分離
していて、そのイデア
が、ちょうど水面に見え
る影のようにして、素材
のなかに現れる」という
見方をするのではなく
て、

「イデアはあくまでも自
己自身のなかにとどま
っていて、自分のほうか
ら素材のすみずみにわ
たって浸透していった
のではないけれども、素
材があらゆる方向から
いわばイデアに接触し

ーーかつ接
触しておら
ずーー

その隣接を通して
イデアからじかに、
自己の全体にわた
って受領可能なも
のを悉く受領するの
である」とみなさね
ばならないのである

21�つまり、もし
たとえば火のイ
デアが素材のな
かにないとすれ
ば

ーーというのも、
われわれの説
は、素材を諸元
素の基礎となす
ものと解さなけ
ればならないか
らであるーー

むろん、火それ自体が
素材のなかにはいりこ
んでいるのではないか
ら、その火それ自体が
火化される素材のすみ
ずみに火の形姿を提供
するのでなければなら
ないことになるであろう

25�ただし、「最
初に素材と結び
ついた火は延長
的な嵩となる」
とみなしてくれ
給え

26�なお、他の
元素と言われて
いるものについ
ても、同じこと
が言えるであろ
う

28�それゆえ、もし「どの個別的な
火のばあいにも、イデアとしてのあ
の一なる火が自己自身の映像を素
材に提供し、しかも場所的に素材と
離れているのではない」のが観られ
るならば、そのイデアとしての火
は、可視的な照射と同じ仕方で提
供するのではないことになるであろ
う

30�つまり、もしその感性的な火の
すべてが多であれば、たとえその
火のイデアそれ自体は場所のない
世界にとどまっていても、その感性
的な火が直接に自分で場所を産
出したのであるから、その感性的
な火はすべて、すでに或るところに
あることになるわけである

33�もしそうでなければ、同じも
のが（イデア）が多となることに
よって自己自身のあり方を失っ
てしまわなければならなかった
であろうし、結局は、そのように
して多となることによって、何度
も繰り返して同じものを分取す
ることになるであろう

35�なお、イデアは
四散してしますもの
ではないのである
から、自己自身のい
かなるものも素材に
与えることはないの
である

36�しかしながら、イデアは
<一なるもの>であるから、
<一ならざるもの>を自己自
身の<一>でもって形作るこ
との可能なものであり、しか
も自己自身のそれぞれ異
なった部分でそれぞれ異な
ったものを形作るのではな
くて、

自己の全体でもっ
て個別的なものと
全体とを形作るの
であるから、事実、
そのような意味で<
一ならざるもの>の
全体にそなわること
の可能なものなの
である

39�というのも、個
別的な火がそれぞ
れ異なった火のイ
デアによって形作ら
れるようにと、次か
ら次へと数多くの火
のイデアを導入する
のは、馬鹿気たこと
だからである

41�なぜなら、
もしそうであれ
ば、火のイデア
が無限にあるこ
とになるであお
うから

41�それに、火
は一つの連続
体なのである

43�とすると、あ
なたはまたどの
ようにして、生
成してくる火を
分割するのであ
ろうか

43�たとえ特定の素
材に新たな火を加
えて、その火をもっ
と大きなものにした
としても、素材のそ
の部分でも同じ火
のイデアが同じ働き
をしていると言うべ
きであろう

45�なぜなら、
むろん、そのイ
デアが別のイデ
アであることは
ありえないから
である

1�さて、そのばあい、人は、
「その球の制作には多くの
者たちが部分別にかかわっ
ていて、その制作者たちの
それぞれがここやかしこで
自分のために何がしかを切
り分けてきて部分を作った」
と言うのではなくて、

「その球の制作の原因者は
ただ一つである。なぜな
ら、その原因者が自己自身
の全体でもって作ったので
あって、そのそれぞれの部
分がそれぞれの部分を作っ
たのではないからである」と
言わねばならない

6�というのも、もしあなたがその制作を
分割不可能な一つのものに帰さないの
であれば、いや、むしろ、その球の制作
者が一つの不可分のもので、制作者
自体が球のなかに四散してしまうので
はなくて、球全体がその制作者に依存
しているのでなければ、再び多くの者
が、その制作にかかわっていることにな
ってしまうからである

10�してみると、
同じ一つの生命
がその球を維
持し、球それ自
体が一つの生
命のなかに置か
れていることに
もなるであろう

11�もしそうであ
れば、その球の
なかにあるすべ
てのものも、一
つの生命に帰せ
られることにな
る

11�してみると、
魂もすべて一つ
であることにな
るが、それはし
かし、限りのな
いものであると
いう意味で一つ
なのである

14�だからこそ、或る人びとは魂を
「数」と言い、別の或る人びとは魂
の本性を「自分で増大していくロゴ
ス」と言ったのであって、後者のば
あいには、おそらく、「魂はいかなる
点においても欠けたところのないも
ので、自己自身のあり方を保ちな
がら万物に及んでいる」と思われた
のであろう

16�魂の力は、「この宇
宙がこれ以上大きけれ
ば、もはやすべてには
及ばなかったのではな
かろうか」と心配される
ほど、欠点のあるもので
はなかったのである

18�いや、こ
の宇宙は魂
全体のなか
に横たわっ
ているので
ある

19�むろん、「増大する」を
ことばとおりに解するのでは
なくて、「一つでありなが
ら、欠けたところのないもの
として、いたるところにあま
ねくいきわたっている」とい
う意味に解さねばならない
ことは言うまでもないことで
ある

21�なぜなら、魂の
「一つ」は、「どれほ
どのものか測り知る
ことのできるような
ものではない」とい
うような意味での
「一つ」なのだから

23�なぜなら、
「計測可能な一
つ」は、「偽りの
一つで、分取に
よって一つとし
て現れる別のも
の」に属するの
であるから

24�だが、これに対して、真の
一つは、「多が集まって一つと
なっているので、それから或る
ものが取り除かれると、はじめ
の全体としての一つが消滅し
てしまうような一つ」でもなけれ
ば、「境界でもって区別されて
いるような一つ」でもないので
ある

27�もしそうでなければ、その一つのも
のに他のものが当てはめられるばあい
に、後者のほうが大きければ、前者は
より小さなものであることになるであろ
うし、その一つのものが万物に向かおう
とすれば、ばらばらになって、全体とし
てあらゆるものにそなわるのではなく、
自分の諸部分であらゆるものの諸部分
にそなわることになるであろう

29�それにまた、自分自
身からばらばらに散らば
ってしまっているので或
る一つの完全なものと
なることができないか
ら、よく言われることで
あるが、「自分が大地の
どこにいるのかわからな
い」ことにもなるであろう

32�それゆえ、もしそれが本当に
「一つ」のものであり、われわれが
「一つ」を「有」として現表しうるの
は、まことにこれのみであるなら
ば、その「一つ」のものは、明らか
に、或る意味では自己自身に相反
するものを、すなわち「多」というも
のを可能態において持っているの
でなければならないことになる

34�だが、その「一つ」のもの
は、その「多」を自己自身の外
から得るのではなくて、あくま
でも自己自身の側から、自己
自身に基づいて得るのである
から、その点において、それは
本当に「一つ」なのであり、その
「一」のなかに、「無限かつ多で
あること」を秘めているのである
し、

そのようなもの
であるから、全
体として、いた
るところに現れ
なければならな
いのである

37�というのも、それは自己自
身を内に含む一つのロゴスだ
からであって、自己自身を内に
含むものであるからこそ、いつ
いかなるばあいも、決して自己
自身から離れることはなく、い
ずこにおいても自己自身のな
かにあるのでなければならない
のである

40�まことに、右の
とおりであるとすれ
ば、その「一つ」のも
のは、「他のものか
ら場所によって分離
されているもの」で
はないことになる

42�つまり、それは場所のなか
にあるものすべてに先立つもの
であり、それ自体は場所のなか
にあるものどもを必要としなか
ったけれども、場所のなかにあ
るものどもは、自らを据えるべ
き居所を得るために、どうして
もそれを必要としたのである

43�だが、場所のな
かにあるものどもが
居所を与えられて
も、あの「一つ」のも
のは、自己自身の
なかの自己の座を
離れてしまうことな
いのである

44�なぜなら、あの「一
つ」のものの座が同様
すれば、場所のなかに
あるものどもの基礎や
それらを固定しているも
のが崩壊し、つまりは場
所のなかにあるものど
ものが崩壊してしまうこ
とになったであろうし、

それにまた、あの「一つ」のものは、自
己自身から離れて自己自身を引き裂
いてしまうほど愚かでもなければ、自己
自身のなかにとどまって全きを得てい
るのに、自己を保全するためにはその
「一つ＿のものを必要とするような当て
にはならない場所に自分をまかせるほ
ど愚かでもなかったからである

3�そして、この憧れこそ
「戸口で待っているエロ
ス」であり、それはいつ
も外からやって来て美
につきまとい、美を渇望
し、そのようにして美を
分有することができれ
ば、それで満足してい
るのである

5�なぜなら、こ
の世の恋人でさ
え、美しさを受
け取るのではな
く、付きまとうこ
とによって獲得
するのだから

6�だが、これに対して、あ
の「一つ」のものは自分だけ
でとどまっているのであっ
て、その「一つ」のものを恋
する多くの者たちがそれを
全体として愛し、したがっ
て、それを得る時には全体
として得るのである

8�なぜな
ら、彼らの愛
しているも
のは、それ
の全体だっ
たからであ
る

8�すると、あの
「一つ」のもの
は、たとえとどま
っていても、どう
してすべてにと
って十分でない
ことがあろうか

10�それはとど
まっているがゆ
えに十分なので
あり、すべての
ものに全体とし
てそなわるがゆ
えに美しいので
ある

12�それに
また、事実、
思慮するこ
とも、すべて
のものに全
体としてそ
なわってい
るのである

12�それだから
こそ、「思慮する
ことは共通であ
る」ことにもなる
のである

13�なぜなら、
思慮すること
は、その一部が
ここにあり、別の
一部があそこに
あるというような
ものではないか
らである

13�事実、思慮
することが場所
も必要とするな
どということは、
まことにおかし
なことであろう

14�それに、
「思慮する」
を「白い」と
同列に取り
扱うべきで
もないので
ある

15�なぜな
ら、思慮す
ることは、物
体の働きで
はないから
である

15�つまり、われわ
れが本当に思慮す
ることにあずかるば
あいには、自己自身
と完全に一体となる
ことによって、一つ
の同じものとならな
ければならないので
ある

自己の
内なる
知性で
ある魂

16�そして、わ
れわれがあの
「一つ」のものに
あずかるばあい
にも、これと同じ
ことが言えるの
であって、

はそれの一部を得るの
でもなければ、それの
たがいに引き裂かれた
各部分のうちの、私はこ
の部分の全体を持ち、
あなたはあの部分の全
体を持つわけでもない
のである

19�なお、国民
議会その他す
べての集会も、
これになぞらえ
られるであろう

19�というのも、
そこでは、人び
とは思慮の一致
をはかるからで
ある

20�すなわち、各人が
ばらばらになっている時
には弱く、思慮を生むこ
とができないが、その
集会において各人が一
つとなって真に理解を
一致させる時には、思
慮を生みかつ見出すこ
とができるのである

22�というのも、
いったい、どん
な障害があっ
て、異なった人
びとの知性が一
致しないように
と邪魔をするの
であろうか

23�彼らは一体となっているの
に、われわれには一体となって
いないように思われるにすぎな
いのであって、それはたとえ
ば、人が多くの指で同じものに
触れながら、それぞれ別のもの
に触れていると思ったり、目を
向けずに同じ弦を打っているば
あいのようなものなのである

27�しかしさら
に、「われわれ
が魂によって善
に触れるのは、
どのようにして
であるか」も考
慮しなければな
らぬ

28�すなわち、
私の触れる善と
あなたの触れる
善とは別もので
はなく、同じも
のであって、

しかも、「同じものではあっ
ても、あの世界から私とあ
なたに達した流れは別もの
で、あの善はどこか上の世
界にとどまっており、それか
ら出てきたものがこの世界
に達している」のではないの
である

30�贈与者は受領者に贈り
ものをするのであるが、そ
のばあい、受領者たちが本
当に受け取るようにと、自
分とは無縁の者たちにでは
なく、自分と密接な関連を
持っている者たちに贈りも
のをするのである

33�なぜなら、
知性界の贈与
は（使者によっ
てある場所で）
行なわれるもの
ではないからで
ある

34�なぜなら、たがいに
場所によって隔てられ
ている諸物体のばあい
でさえ、それぞれの物
体は別であっても、それ
の贈与は類を同じくす
るものであり、贈与と作
用は別の物体に達する
からである

36�それに、宇宙万
有の持つ物体は自
己自身のなかで作
用を及ぼしたり受け
たりするのであっ
て、外からの作用が
それに及ぶことは決
してないのである

37�それで、もしまことに、
いわば自己自身から逃れる
ことをその本性とする物体
のばあいでさえ、何ら外か
らの作用を受けることがな
いとすれば、空間的な隔た
りのないもののばあいに、ど
うして外から来るものの作
用を受けることがあろうか

40�したがって、わ
れわれは、われわ
れの持つ知性的な
ものによって善と一
体になり、善と同じ
世界にあることによ
って善を観、かつ善
に触れるのである

42�さらに、
かしこには
はるかに「一
つ」の世界
があるので
ある

42�そうではなく
て、もし、知性界の
球が感性界の球と
同程度に「一つ」で
あれば、同じように
部分に分けられてい
る二つの感性的な
世界があることにな
るであろう

44�したがって、
知性界の球は
感性界の球と異
なっていなけれ
ばならないこと
になる

45�もしそうでなければ、感
性界の球に嵩があるのは必
然であり理に適っているが、
しかし、知性界の球のほう
は何の必要もないのに自分
を広げ、自己自身から離れ
ていくことになるのだから、
ますます奇妙なことになる
であろう

47�それにして
も、知性界で
は、何が一つと
なることを妨げ
るのであろうか

48�というのも、事実、知性界で
は、一方のものが他方のものに場
を提供せずに、これを押しのけてし
まうようなことはないのであって、そ
れはちょうど、われわれの眼には見
えなくても、すべての学問や定理
や一般にすべての知性機がたがい
に押し合ったりしなくても、魂のうえ
に席を占めているようなものである

51�しかし人
は、「ウーシアイ
（諸実体）のば
あいには、それ
は不可能であ
る」と言うであろ
う

51�むろん、もし
真の諸実体が
嵩であれば、そ
れは不可能だっ
たであろう

2�この問題はす
でに何度も提出
され、われわれ
の言論が思考
の行き詰まりを
解決しようとし
て、非常な努力
を払ってきたの
である

5�かくして、
すでに多く
の方法で、
解決策が示
されてきた

5�しかし、い
くらか駄目
を押してお
かねばなら
ない

7�とはいえ、むろ
ん、「あの一つのも
のがどのようなもの
であるか」につい
て、われわれの与
えてきた説明は、少
なからず強力な説
得力を持ってはいた
のである

8�すなわち、「あの
一つのものは、<或
る一定の大きさを占
めながら特定の場
所に横たわってい
る、特定の大きさを
持った立方体>のよ
うな石とはあり方を
異にしている

9�すなわち、石は自己自身の
嵩とその嵩のなかに限定され
た力において、これこれほどの
量に測定されているのであるか
ら、自己自身の境界を踏み越
えて広がることはできないが、
あの一つのものはそのような石
とはあり方を異にしている」とい
う説明がそれである

12�つまり、あの一
つのものは第一位
のものであって、測
定されたものでも或
る一定の大きさに限
定されたものでもあ
ってはならず

ーーなぜな
ら逆に、そ
れによって
他のものが
測定される
ものである
からーー

決して一定
量に限定さ
れることの
ない普遍的
な力なので
ある

15�それゆえ、
あの一つのもの
は時間の制約
を受けるもので
はなく、むしろ
全時間の外にあ
るのである

16�なぜなら、時間は間断なく
散らばり続けて広がりを形成す
るのであるが、永遠は同一なる
ものとしてとどまり、その果てる
ことのない力のゆえに、はるか
遠くに達すると思われている時
間よりも、強力で充実している
からである

時間について
プロティノスは
時間単独では
なく、永遠と対
比させることに
よってその性
質を明らかにし
ようとしている

19�つまり時間は、<無限に
進行しているように見える
けれども、点（中心）に依存
しながら、そのまわりをめぐ
って走っている線>のような
ものであって、その線がど
ちらの方向に走ろうと、その
点は線に映しだされてくる
のである

21�なぜなら点
は静止してい
て、線がその点
を中心にしなが
ら回転している
からである

22�したがって、
もし時間の<有
において同一な
るものとしてと
どまっているも
の>との関係が
類似しており、

しかもあの
一つのもの
は恒常性に
おいて無限
なるのみな
らず、力にお
いても無限
であれば、

この力の無限性に
対しても、当然<そ
れに沿って走り、そ
れに対して揺れ動
き、かつそれに依存
しているもの>を立
てねばならないこと
になる

26�すなわち後者は、或る
意味では時間と等しく、自
分よりも広大でありながらと
どまっている力との関連を
保ちながら、（そのまわり
を）走っているのであって、
その無限なる力は、見かけ
のうえでは、その一つのも
のを分取しているもの

ーーそれは
自己自身に
可能な範囲
内で分取す
るのである
がーー

の持つ広が
りほどの大
きさのものと
してあるの
である

30�しかし、その一つの
ものは（それを分取して
いるものに）全体として
そなわっていても、それ
を受け取る基体の無力
ゆえに、すべてに全体と
して現れるわけではな
いのである

32�だが、
その一つの
ものは同じ
ものとしてい
たるところに

ーーといっても、素材を伴っ
た三角形が多くの三角形と
して多くのものに内在して
いるような仕方ではなくて、
素材内の諸三角形の源と
もなっている素材を伴わぬ
三角形それ自体のようにし
てであるがーー

そなわって
いるのであ
る

30�では、もし素材
を伴わぬ三角形が
いたるところにある
とすると、なぜ、素
材を伴った三角形
はいたるところにも
あるのではないの
であろうか

37�素材の
すべてが分
有するわけ
ではないか
らである

37�つまり素材
は他の形相を
持つのであっ
て、すべての素
材がすべての
形相にかかわる
わけではないか
らである

38�［というのは、第
一素材さえも全体と
してすべてにかか
わるのではなくて、
まず第一の諸類に
かかわり、その後で
他のものにかかわ
るからである］

プロティノ
ス以外の
者によって
付加された
と思われる
注釈的な
文章

39�とはいえ、む
ろん、素材は全
体にそなわって
いるのではある
が…

2�なぜなら生命は、
生きものの或る部
分には達するけれど
も全体には達しない
のではなくて、生き
もののいたるところ
に及んでいるからで
ある

4�だが、もしなおも「どうして」と
問う人がいるならば、彼はその
力について、「それが一定量の
力ではなく、たとえそれを思考
のうえで限りなく分割していっ
ても、分割の度毎に限りなく底
の深い同一の力を持つことにな
る」ということに留意すべきであ
ろう

6�つまりそれ
は、自己のうち
に素材を持たぬ
から、嵩の大き
さとともに衰え
て小さくなって
いくものではな
いのである

8�それゆえ、もしあなたがその力のな
かに、尽き果てることのない無限性を、
すなわちその力にじかに宿る<倦み疲
れず決して衰えぬピュシス（有）・生命
ゆえにいわば沸きたつ有>を把握した
ならば、あなたはどこに目を向けようと
何に注意を払おうと、そこに（有を）見
出さないことがあろうか

10�いや、あ
なたにはま
ったく反対
のことが起
こるであろう

11�すなわち、あなたは少
なくとも、（有を）超えて進
んで行きはしないけれど
も、しかし逆に、次第に衰え
てもはや与えることのでき
ないほどに微小化した有に
行きあたって止まることもな
く、歩調を合わすことが可
能となり、

14�もしそうであけ
れば、あなたは（有
を）捨てて脇道にそ
れてしまし、他のも
のに目を向けて傍ら
にある有を見ず、堕
落してしまうことで
あろう

「堕落」を
用いる意
味は何で
あろうか？

16�しかし、もし「あ
なたはもはや何も
求めはしないであろ
う」ということばが真
であるならば、あな
たはいったいどのよ
うにして、その境地
を味わうのであろう
か

18�あなたが何も求めぬ境地に
達したのは、あなたが万有のも
とにやって来たからであり、万
有の部分に拘泥することもなけ
れば、「私はこれこれほどの者
である」ということばを口にする
こともなく、「これこれほどの」を
捨て去って全体者となっている
からである

いや、むしろ万
有のなかに自ら
を置くことにな
り、もはや何も
求めないように
なるであろう

20�もっと
も、あなた
は以前にも
全体者だっ
たのである
が…

20�しかし、「全体
者であること」の後
で他の或るものが
あなたに付け加わっ
たので、その付加
のゆえに、あなたは
弱小な者となった
のである

22�なぜな
ら、その付
加は<有る
もの>に基
づくのでは
なくて

ーーというのも、
あなたが「全体
者であること」に
付け加えるもの
は何もないであ
ろうからーー

<有らぬも
の>に基づ
いていたか
らである

23�それでもし人が
<有らぬもの>から
も成っているのであ
れば、その人は全
体者ではなく、<有
らぬもの>を捨て去
った時にのみ全体
者であることになる
であろう

24�だからあなたは、有
るもの以外のものを捨
て去った時に、あなた
自身を大いなる者とな
すことになるのであっ
て、それらを捨て去った
時にこそ、万有はあな
たにそなわるのである

25�だが、もし「万有は他のものを
捨て去った時に、あなたにそなわる
けれども、他のものを伴っている時
には現れない」のであれば、「万有
はあなたにそなわるために、やって
来た」のではなくて、「あなたがた
が万有から去ったから、あなたには
そなわっていないのだ」ということに
なるであろう

27�しかし、「あなた
が万有から去った」
と言っても、そのよ
うに言われる時点で
あなたが万有から
離れ去ったわけで
はなくて

ーーというのも
万有は現にあな
たのものちある
からであるーー

あなたは現に万
有のもとにある
のであるが、反
対のほうを向い
ているのである

29�まことに他の
神々のばあいもそう
なのであって、多く
の神々が現におわし
ますのであるが、そ
れらの神々がしばし
ば現れ給うのはた
だひとりの人にのみ
なのである

30�つまり神々を
観ることのでき
るのは、あのた
だひとりの人だ
けなのである

誰を指
してい
るの
か？

31�しかし、それら
の神々のばあいに
は、「ありとあらゆる
姿に身をやつして
国々を訪れ給う
（『国家』II 20, 
381d4）」と言われ
ているけれども、

神のばあいには、国々と全大地や全天
空のほうがあの神のほうに向きを変え、
いたるところであの神に接し、あの神の
懐に抱かれ、あの神から「ト・オン（有）」
を得ているのであって、真に有るものど
もは魂や生命にいたるまであの神に依
存し、<大きさのない限りなきもの>ゆ
えに<無限なる一>へと歩み入るので
ある

ここ以降、一者
を終には神と
呼ぶのである
が、これはプロ
ティノスの信仰
告白なのであ
ろうかとも読め
る


